
樹脂タンクにおける問題

樹脂タンクは、加圧すると膨らみ、加圧中は伸び続ける特性があり、相当容積を用いて漏
れ計測する必要あります。また、供給圧のコントロールが難しい 10.0kPa ほどの低加圧で
計測することが多いです。供給圧変動補正機能ではエアー元圧が変動しても、正確な漏れ量
を測定できます。

柔らかな PPタンクの漏れ計測上の問題点
・低圧でしか検査できない。
・仮想等価体積を用いて漏れ計測を行う必要がある。
・タンクが伸び続けるため、漏れ測定中も充填圧がどんどん下がる（下記【図１】参照）。
→ 関連の技術資料「供給圧変動補正技術」をご覧ください



【図１】

24.39[Pa/s]で、
BAL-C、DETの期間中に圧力降下
が発生している。


